女性が社会を変える、世界を変える : パネリスト報告 １ (学祖研究の現在 : 下田歌子研究所シンポジウム採録) by 湯浅 茂雄
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湯浅
―
湯浅でございます︒最初に話の進め方をご説明してお
きますと︑まずはスライドを使いながら︑実践女子大学の学祖である下田歌子がどのような人物であり︑どのようなことを目指したのかということをお話ししたいと思います︒そして次に下田研究所が設置されました経緯
と︑実際にどのような
事業を行ってき かをお話しすることが︑とりもなおさず本
学の﹁学祖研究の現在﹂の説明になろうかと思います で︑そういう二つのパートに分けてお話ししたいと思います︒
今
日のお話の副題を﹁女性が社会
を変える︑世界を変える﹂とし し
パネリスト報告１
女性が社会を変える、世界を変える
湯浅茂雄
ゆあさ・しげお／実践女子学園下田歌子研究所所長
10女性と文化 第3号
た︒下田にはこの言葉の元になる言葉がありまして︑女子教育についての の様々な考え方を見ますと︑おそらくここに収斂されるだろうと思いますので︑これ 副題にいたしました︒ ﹁女性こそが社会を変えるのだ︒世界を変えることができるのだ︒そのような気概を持って学び︑社会で実践し︑社会に貢献しなさい﹂ということでござ ます︒これがもっとも学生 伝えたいことでありますし︑研究所の学祖研究の核になることです︒ た︑それをどのように現代に即して活かして くかという とも︑研究に関わってくることかと考えております︒
次のスライドで︑下田歌子の肖像を紹介させていただきます︒
これは実践女学校の創立後三年︑明治三十五年頃の下田四十八歳の肖像写真です︒わざわざ小川一真撮影と記しました は︑我々が知っている夏目漱石の写真は のものでございまして︑ちょうど実践女子学園 あった麹町に写真館がありましたので︑ 近いとい
うこともあって︑ 小
川が撮影したのだろうと思います︒
次に下田歌子略年譜の資料ですが︑これは漫画本﹃きらりうた
こ﹄の巻末略年譜です︒ ﹃きらりうたこ﹄は︑漫画家の牧野和子さんによる下田の自伝を︑こちらから材料をお渡しして︑プロの目で描いてもらったものです︒
下田の略歴ですが︑安政元年︑一八五四年に生まれております︒
日米和親条約が締結される年で 日本はここから相次いで各国と和親条約を結びますが︑日本が開国する まさに近代日本の幕開けとともに生 享けたということになりま 幼名は平尾鉐
せき
と言
います︒儒学者平尾鍒
じゅう
蔵ぞう
の長女として出生しました︒その当時︑
平尾鍒蔵は現在の岐阜県恵那市岩村で︑藩の方針と考え方が合わず︑幽閉されていました︒今で言うとリストラされて︑ま たく収入がなく︑非常に貧しい生活でした︒学者として志は高かったけれども︑経済的には困窮 ていたということです︒
父が明治維新によって許さ
れ︑東京に職を得ますと︑鉐は明
治四年︑十六歳の時に父の後を追って東京に出てまいります︒
歌子、明治 35年頃の肖像写真、小川一真撮影
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『きらりうたこ』巻末略年譜より
ここから平尾鉐は東京を活動の拠点にします︒そしてその翌年︑宮中に出仕することになります︒その年の内に︑後の昭憲皇太后から歌の才能を評価されて︑ ﹁これからは歌子と名乗りなさい﹂と言われ︑これより平尾歌子 宮中で 出世もすごく早かったのですが︑結婚のため 明治十二年に宮中を辞すことになります︒
そして丸亀藩士で武道家であった下田猛雄と結婚して下田歌子
となります︒ただ下田猛雄はすぐ病気になりまして︑まもなく亡くなってし います︒看病で大変でしたし︑収入もなく 内職ようなことも ていましたが︑そのような下田を世間は放っておかず︑娘の教育を託そうとしました そこで︑明治十五年 下田学校という学校を作り︑すぐ名前を桃
とう
夭よう
学校に変えて︑上流子女の
教育をしました︒これは私塾ではあ せんで︑東京府に届けた正式な学校でした︒ですから︑この時から下田は女子教育 関わってきたことになります ただ
し︑上流子女の教育ということでした︒
そ
の後明治十八年に︑近代日本にとって重要な女子教育機関の
華族女学校が開設されます︒皇后の意志によって︑ ぐに下田がその実質的な 長職に就任することに ります︒そ 後︑下田は明治天皇の皇女お二人の 係に内定した から︑欧米の女子教育について学んできてほしいということで︑天皇家から に派遣されます︒それが明治二十六年です︒二年間 欧米で女子教
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育を視察して︑明治二十八年に帰ってきますが︑その欧米視察で︑一般女子の教育こそが女性の社会的地位の向上につながると確信し︑帰国後﹁帝国婦人協会﹂を設立し︑その趣旨のもとに明治三十二年 実践女学校・実践女子工芸学校を創設し︑現在の本学園につながります︒そして︑下田歌 は昭和十一年︑八十三歳で亡くなります︒
次に︑下田歌子の業績をまとめますと︑女子教育を通して近代
の女性の地位向上に貢献したということが真っ先に挙げられます︒次に明治時代を代表する歌人であったことも重要な側面です︒それから︑国文学者・国語学者・源氏物語研究者としての があります︒下田の源氏物語講義は外部からも多くの聴講者を集めました︒さらに家政学者としての側面もあります︒下田 いうと国文学者という側面が強調されがちで が︑家政学者としての側面ももっと強調さ なければならないと思います︒ヨーロッパに旅立つ前︑明治二十六年に﹃ ﹄
を出版しています
︒これは︑
女性の手になるオリジナル 著作としては日本初のものとなります︒それまで も西洋のものを翻訳した家政学の はありましたが︑下田の﹃家政学﹄は自分の実際の講義を本にしたものです︒さらに明治三十三年︑ ﹃新撰家政学﹄という著書を新 にまとめます︒この本は︑中国で 当時の国情に合わせて翻訳︑出版され︑中国の家政教育に役立てられました︒
それからもう一つ︑社会福祉事業家の面がありまして︑特に大
正期に︑愛国婦人会会長として活躍しました︒すでに六十歳を超えておりましたが︑たくさんの社会的弱者が生まれた関東大震災の際︑罹災した人 ちにも救いの手を差しのべました︒
現在の実践女子大学︑ そして短期大学部も含めてですが︑ 文学部 ・
生活科学部・人間社会学部のもとは︑こう た下田の活動が基礎にあります︒これらを概念図風にま めます ︑歌人・国語国文学者・家政学者・社会福祉事業家が︑女子教育者
一つにま
とまっているというように描くこと できるように思います︒
この源氏物語講義の写真には女学生ばかり写っていますけど
︑
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大講堂での『源氏物語』講義の様子
この周りには國學院の先生方もいらっしゃいましたし︑男子学生もいました︒坪内逍遥のシェイクスピア講義と並び称される名講義といわれました︒晩年はこれほどの場所で することはかな
いませんでしたが︑亡くなる直前まで源氏物語講義は続けていました︒
故郷・岩村を発つ時に詠った歌を紹介したいと思います︒ ﹁綾
錦着て帰らずば三国山
  またふたたびは越えじとぞ思ふ﹂ ︒この歌
を故郷を出て東京に向かう途中の三国山で詠っています︒この歌は下田のものと知 なければ女性の歌とは思えないし︑年齢が分からなければ十六歳の少女の歌とは思えません︒一見︑立身出世を願う歌と思われますけれども︑決してそうではないことは︑下田の人生が証明していると思います︒社会に貢献することによって自己実現を図る︑それができなけれ ここには帰らないという決意の歌だと思います︒下田は生涯にわたって︑私利私欲のために物事を左右した事は一度もないと私は思い
ます︒学生にはこの
歌
を必ず紹介して︑若い女性の高い志がこの学園の原点であると
いう話をしています︒
次に下田の女子教育への確信︑百年の長計ということについて
申しあげたいと思います︒下 が欧米︵イギリス︶に行っている時に日清戦争が起きて
 それについて下田は﹁大変なこ
とを起こしてしまった︒兄弟の国と喧嘩して いけない に﹂いうことを言っ い す︒しかし﹁してしまったのなら︑政府よっぽど将来のことを考えなければいけ せんね﹂ということを言った後で︑ ﹁私は百年の長計を立 ました﹂と言います︒これ
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が一般女子の教育のことでした︒一人でイギリスに渡って大変な生活をしながら国を憂いているのです︒それが直接的 は実践女子学園につながりました︒そしてもう一つ︑女性の目からの教育ということ いて申しあげますと︑下田はイギリスで貴族のご家庭のご婦人 友達になり︑その家に寝泊まりすることが きたということもあって︑イギリス 女子教育を家庭の内側から見ることができた︑ということを書簡に記しております︒それは 子の目をもって見なければわから いし︑ かも れをただ引き写すように持ってくるだ ではだめで︑やはり日本の事情に合わせて換骨奪胎して移植しなければだめだ ︑非常 重要なこと言っ おります︒
そして帰国後︑和漢洋の知識を活かした文章で﹁帝国婦人協
会設立主意書﹂をまとめ︑賛意を募りました︒板垣退助らたくさんの賛同者が寄付 いたしました︒この主意書の中に ﹁揺籃を揺るがすの手は以 能く天下を動かすこ
とを得べし﹂とありま
す
︒つまり﹁ゆりかごを揺する手は︑天下を動かすのだ﹂という
わけです︒これはアメリカの十九世紀の詩人
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W
orld ﹂を出典にしていることは間違いないと思いますが︑下田
は下田なりの意味をこめてこ ように言っています︒ の下田の言葉をもとに︑副題に記しましたように﹁女性が社会を変える︑
世界を変える﹂と私は表現したいと思います︒本学の建学の理念として︑とても大事な根拠となるものだと考えています︒
下田は明治三十二年に実践女学校・同女子工芸学校を作りまし
たが︑実はあと二つの学校を作っております︒同付属慈善女学校と同付属下婢養成所です︒これはま たく学費を必要としない学校と家政婦の学校で︑下田はのちに愛国婦人協会の会長 なりますが
︑明治三十二年の段階で︑社会的な弱者を救済しようとする
下
田の意志が明確に窺えます︒ただ時代が早すぎて︑これは継続
できず︑実践女学校・同女子工芸学校だけが発展して︑今の実践女子学園があるということです︒
　
最後になりますが︑下田は女性の社会的地位の向上の拠点とし
て実践女子学園を作ったのですが︑実は他にも 現在 新潟青陵学園をはじめとして︑いくつもの女子教育機関の設立に関わりました︒実践だけがよければ い はなく︑実践 一つの拠点として︑日本の︑そして広く世界の女子教育をより良いものにしたかったという下田の意志も 我々が継承していかなくてはならないことだと思 ます︒
次に︑下田歌子研究所の設立の経緯を申し上げることによって︑
本学の学祖研究 現在を述べたいと思います︒二〇〇八年から二〇〇九年にかけて︑本学では初年次教育 見直 の検討に入りました︒これは私が学長職にあっ 最初の二年間です︒そ
して三年
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目に﹁実践入門セミナー﹂という授業科目の中で﹁下田歌子に学ぶ﹂という時間を全学必修で設定し︑自校教育を具体化しました︒また︑二〇一一年三月には﹃きらりうたこ﹄という漫画本を作り
ました︒これは一般書籍として︑本学だけでなく︑男女・世代関係なく広く下田の目指したものを知ってほしいということで制作したものです︒これは現在も新入生に無償で配っております︒そ
1 学祖研究と本学の自校教育
2008.4	 初年次教育見直しの検討
2009.3
2010.4.1	 実践入門セミナー（大学・短期大学部必修）を含む実践スタンダー
ド科目群（必修）運用開始。
	 実践入門セミナーの授業プログラムの一つとして「下田歌子に学ぶ」
を設定。
	 同時に夏季セミナーとして「下田歌子に学び、岩村に学ぶ」（通称「学
旅」）が始まる。学年、学部を問わず、自由参加。現在も継続中。
	 なお 2014 年より「下田歌子に学ぶ」の内容は、学部・学科の教育
内容に即して「自校教育―「実践」を知ろう」というプログラムの
中で展開されている。
2011.3.3	 『きらりうたこ』（牧野和子著 実践女子学園監修 小学館スクウェア）刊。
	 全学園の生徒・学生に配布し（2012.4 以降は新入生に配布）、学祖・
校祖教育に役立てている。
2012.4.1 	
実践女子学園プロジェクト研究として「下田歌子研究所」2012.	
発足2013.4	
2014.4.1	 実践女子学園下田歌子研究所を日野キャンパスに設置。専任の主任
研究員と 8名の非常勤研究員及び事務長を含む 3名の事務職を置く。
刊行物としては、「ニューズレター」（年 3回）と研究所年報告『女
性と文化』（年 1回）がある。また、年 1回のシンポジウムと講演会
の開催を行っている。
現 在
2 実践女子学園下田歌子研究所規則（目的・事業）
（平成 25年 10 月 25 日制定  平成 27年 3月 28 日改正）
（目的）
第 1条 この規則は、学校法人実践女子学園（以下「学園」という。）が、創立
者下田歌子の業績並びに学園の歴史に関する調査・研究を行い、将来に
わたる学園のあり方を模索するとともに女子教育の発展に資することを
目的として設置する実践女子学園下田歌子研究所（以下「研究所」とい
う。）に関する必要な事項を定める。
（事業）
第 2条 研究所は、次の各号に定める事業を行う。
	 ⑴ 下田歌子に関する資料の収集・保管とその業績に関する調査・研究
	 ⑵ 学園の歴史に関する資料の収集・保管と調査・研究
	 ⑶ 学祖教育、自校教育に関する調査・研究
	 ⑷ 女子教育のあり方に関する調査・研究
	 ⑸ 下田歌子の業績に関連する機関との連携事業
	 ⑹ 前各号を踏まえた教育活動及び成果の発信
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3 下田歌子研究所の事業計画（本年度を例として）
平成 27 年度、下田歌子研究所は「実践女子学園下田歌子研究所規則」（平成 25 年 10 月 25 日制定 
平成 26 年 4 月 1 日施行）第 1 条（目的）、第 2 条（事業）に則り、以下の事業を行う。
本研究所は、下田歌子の建学の精神をふまえ、現在・未来において女性たちがよりいきいきと活躍
できる社会の構築を目指し、それに資する施策・思想を広く社会に発信していくことを事業の柱とする。
下田歌子は明治の新たな時代にふさわしい女性の生き方を模索し、ひとびとに示そうとしたが、そ
の思想・事績をあらためて学術的に検証し、同時に学園の歴史研究・調査をもあわせて進めることで、
近・現代女子教育のあり方を再検討しながら、現代・未来の女性の生き方、女子教育のあり方等を考
えていく。
① 男女共同参画社会の実現と女性のキャリア支援に関する調査・研究・提言
本研究所は、女性の多様なライフステージ全般を視野に、女性が元気に活躍することが出来る社
会の実現を目指し、教育や支援に関する調査・研究を行う。
また、上記に関連させながら、女子教育のあり方に関する調査・研究を行う。
② シンポジウム・講演会の開催
上記の趣旨を踏まえて、シンポジウム（年 1 回）、講演会（年 2 回程度）を開催し、学園内外に
対して積極的な発信・提言を行う。 
③ 研究会の開催
所員を中心とし、また、その都度のテーマに相応しいゲストを迎えながら、研究会を定期的に開
催する。テーマは、男女共同参画や女性・教育をめぐる諸種の話題、下田歌子の思想や事績等、
本研究所の活動全般にかかわるものとする。
また、岐阜県恵那市でも下田関係資料の掘り起こしや実地踏査を行い、現地の方々との連携も図っ
ていく。
④ 『下田歌子研究所年報』及び「下田歌子研究所ニューズレター」の発刊および発送
『下田歌子研究所年報』は、所員および投稿による論文、シンポジウム・講演会の記録、研究所
の活動記録、新収資料報告等を内容とする。
「下田歌子研究所ニューズレター」は、4 ～ 8 ページ程度のボリュームとし、年 3 回の発刊を目指す。
即時的かつ比較的柔らかい内容の掲載を想定する。
⑤ 下田歌子の著作のデジタル化事業
現在、下田歌子の著作は絶版となっており、学生、生徒、一般の人が下田の著作、言葉に触れる
機会が得られない現状に鑑み、重要性の高いものから、その著作のデジタル化を行う。これを基
礎に下田歌子の著作の復刊を目指したい。
⑥ 下田歌子の事績研究・学園の歴史研究とその資料収集、アーカイブ化
未だ明らかになっていない下田の事績や資料の収集、学園の歴史についての再検討を行う。特に
一次資料については、これまでの収蔵品も含めてアーカイブ化を図る。
また、下田の欧米女子教育視察の実地踏査、および、清国女子教育施策の実地踏査派遣のための
予備調査を行う。
⑦ 下田歌子・学園資料の修復
学園の文献資料の中には、かつて水をかぶり、現在板状のまま段ボール箱に眠っているものがあ
るため、これらの修復を行う。
また、これまでの収蔵品の中でも補修が必要なものについては、順次、年度計画を立てて取り組む。
⑧ 「下田歌子電子図書館」の運営に関する図書館との連携
現在、図書館が運営する「下田歌子電子図書館」運営経費については下田歌子研究所が負担する
形で、図書館との連携を行う。
⑨ 関連機関との連携事業
女性にかかわる諸種の課題に取り組んでいる機関（国立女性教育会館等）や他校の女子教育機関
等との連携を図り、今後のさらなる事業展開を模索する。
また、他機関との合同の研究会や講演会の開催も視野に入れる。
⑩ 自校教育へ積極的な参加
例年夏に催される「学旅」に所員が参加し、下田の事績についての講義を行う。また「実践入門
セミナー」においては、依頼があれば、所長及び研究員が進んで自校教育プログラムを担当した
い旨の表明を行う。
⑪ 創立120周年学園史補遺版の編集
本学園は 2019 年に創立 120 周年を迎えるが、それにあたり創立 100 周年以降の学園史補遺版の
編集を行う。 
17 下田歌子研究所シンポジウム「学祖研究の現在」
してさらに二〇一二年から二〇一三年︑実践女子学園プロジェクト研究としての下田歌子研究所がございました︒この時にプロジェクト研究として広く有志を募って︑研究を具体的に始めました︒その三年間の実績をもとに昨年度から学園設置の研究所として開設され︑主任研究員を置き︑事務員︑部屋︑予算をつけてもらっ います︒次に資料の﹁下田歌子研究所規則﹂を見ていただきますと︑この﹁事業﹂第２条の定めにしたがって︑その次の資料﹁下田歌子研究所の 計画﹂があります︒本 を例としすと︑ ①か ⑪までございます︒大事なことは 歴史的研究によって下田が当時目指したものを掘り下げるこ も重要ですが︑それだけでは決して学祖研究にはならない︒現代 状況において役立たなければ学祖研究にな ないということです︒殊に男女共同参画︑女性が活躍 る社会 おいて 学園 して何 できるかということの研究と提言が︑研究所を設立した大き
な趣旨でもあ
り
ます︒それとともに︑下田についてまだわからないことがたく
さんありますので︑その研究も続けていく︒それか ︑まだまだ下田の資料は足りていません︒そしていろ ろ 所 ︑下田 資料はまだ出てきています︒その収集も研究所の仕事です︒そしてそれをアーカイブ化して︑ためる なく 利用できるかたちにする︒それから︑なるべくいろいろな ころで下田について話をし︑また︑他の女子教育機関との連携もしたい うことで︑
事業計画を立てて動いています︒
下田の目指したものと研究所の活動ということで報告をさせて
いただきました︒ご清聴ありがとうございました︒伊藤
―
 
湯浅先生ありがとうございました︒
それでは次のお話は︑東洋大学学長の竹村牧男先生にお願いい
たします︒東洋大学は今一番元気のある大学の一つで が︑その学長をお務めになって現在すでに三期目でいらっしゃ 国際教育やキャリア教育と った現代的取り
組みと同時に︑学祖井
上
円了に学んだ哲学教育というものを大学運営の核に置いて︑井
上円了研究センターを昨年開設されるなど︑学祖に学ぶことで独自色を打ち出し︑それが実を結んでいる東洋大学の取り組みについてお話 伺えると思います︒それでは竹村先生︑よろしくお願いいたします︒
